
 昨年まで祇園祭山鉾連合会理事長を努めておられた吉田さん宅を訪問し、祇園

祭を本来の形にされた経緯と歩んでこられた人生についてお話をお伺いしました。    

吉田さんは、生地問屋を営まれていたお家の 6代目として、昭和 12年に誕生され

ました。お住まいは六角新町を南へ行ったあたりで祇園祭には北観音山という曳

山が立ちます。 

戦争中は中止されていた祇園祭は昭和 22年に長刀鉾と月鉾のみが復活します。巡

行は長刀鉾のみで寺町までの往復だけとい

う寂しいものでした。昭和 23 年にはこの北

観音山と船鉾が復活します。北観音山の先頭

を歩くお父様が凜々しく、それはかっこうよ

く輝いて見えたそうです。戦争に負け落ち込

んでいた京都の旦那衆もこのように祭りの

復活と共に元気になっていきます。その年、

小学校 5年生だった吉田さんは、北観音山の

囃子方となります。祇園祭との本格的な関わ

りがここから始まります。また祇園祭も次第

に各々の山鉾が復活し現在のような形に近

づいたのは昭和 27年のことでした。 

吉田さんは地元の高校ということで堀川高校へと進学します。共学になって

まだ日も浅い堀川高校が甲子園出場を果たした上、3回戦まで勝ち進んだの

を見たそうです。共学になって校歌も校旗もまだなかったため、慌てて応援

旗を作り、また生徒が作った生徒会歌を唱ったそうです。吉田さんは今でも

この生徒会歌「緑なす森」を非常に気に入っておられます。 

高校を出て東京の武蔵野美大へ進学します。その後造形学部助手として、そ

の学校で教えることになります。その結果東京での生活が実に 18 年も続き

ます。無論祇園祭の頃や学校が休みに入るときには京都に帰られ祇園祭との

関わりは続いていました。 

東京での生活を終え京都に戻ってきた吉田さんは、京都が近

代化という名の下に大事なものを多く失っていることに気

付きます。実家でさえ玄関にガレージを作り京町家の風情な

ど残っていませんでした。町全体がそんな雰囲気だったので

す。吉田さんは実家を元の町屋の状態に戻し、現在の京町家

のブームの先駆けとなる町屋の新しい利用方法も模索し始

めます。今でこそ,京町家を使ったレストランやギャラリー

は珍しいものではありませんが、これがその先駆けだったの

です。祇園祭そのものも大きく変貌を遂げていました。元々

前祭りと後祭りに分かれていたのですが、昭和 41 年に一つ

の祭りにまとめられてしまい、大きな観光イベントとして位

置づけられるようになりました。 

祇園祭が盛大となり復活したことはよいのですが、夜店が並

び騒々しくなっていく状態に強い違和感を覚えていたそう

です。すでに祇園祭山鉾連合会の理事を永年勤められていた

吉田さんは、祇園祭を本来の姿に戻すべく行動をおこされます。もう一度前祭りと後祭りにわけ本来の祇園祭の

形に戻そうという訳なのです。一回のものが二回になるのですから警察の方からは警備や交通規制の問題が提起

され、また後祭りの規模が先祭りより小さくなることから成り立つのかといった疑問も身内から出されました。

これら一つ一つの難題をクリアし説得を重ねていきます。またこの時大船鉾の再現の動きも高まります。図面も

なく、過去の絵巻などに描かれた絵などを参考に作り上げていきます。一部の部品などは既存の鉾のものも借り、

吉田孝次郎さん（高８ 昭和 31年卒）11組  祇園祭山鉾連合会 元理事長 

京都生活工藝館無名舎主       祇園祭を本来の姿に 

堀川高校を卒業し武蔵野美大へ 

現在の吉田家(京都生活工芸館) 

京都に戻り祇園祭を元の姿に 



何とか復元に成功します。こうして遂に２０１４年、４８年ぶりに祇園祭は本来の形に戻ります。前祭りは今ま

でのように賑やかな祭。後祭りは落ち着いた昔の姿に近いお祭りとなりました。 

祇園祭は別名「屏風祭」とも言われ家の表の格子を外して屏風や調度品などを飾り、祭り見物に来た人々にも、

通りから鑑賞してもらえるようにしています。後祭では屋台も少なくゆっくりと鑑賞できるようになり前祭とは

違う楽しみ方が出来るようになりました。 

理事長として重い責任を負うだけでも大変なことです。去年、大雨と暴風が吹く中巡行するかどうかの判断で「天

候で祇園祭が中止になったことはない。風はともかく雨で鉾が止まることはない。」と判断され暴風警報が出ない

のを見て巡行決行の判断をされたのは記憶に新しいところです。このような重責の中、大きな変革を行うことは

どれほど大変なことだったでしょうか。このような改革には京都を離れて外から京都を見るアウトサイダーの目

を持ったことも大きかったと言えます。インサイダーでありながら客観的に京都を、祇園祭を外から見る力があ

ったからこそ可能だったのではないかと思います。 

平成元年に京都生活工藝館無名舎を開設され、平成 17 年から武蔵野美術大学参与を務められ京都だけではなく

東京でも海外にも活動の範囲を広げています。お伺いしたお家には、お隣韓国や中国、遠くはインド中東から町

衆達の集めた様々なタピストリーや陶器などが展示されており、さながら博物館の一角にいるようでした。しか

も博物館のようにガラス越しに見るのでなく、触って見ることが出来るのです。伺った当日は、これらの収集品

を海外で展示するための準備もされていました。理事長は後任に譲られましたが、まだまだ祇園祭を含む京都の

町衆の文化を盛り立て広げて行くべく現在も力強く働かれています。 

今年 4月 14日から 20日まで京都芸術センターで,吉田さん主宰による「都に届いた異国の風 PART2」という展

示会が行われます。そこで、これらの収蔵品を見ることが出来ます。是非、おこしください。 
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